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定
期
考

査

の

一
つ
の
位
置
づ
け

`

米

ノ

忠

臣

一
、

は

じ

め

に

『
三
訂
国
語
科
教
育
法
概
論
』

(
大
学
国
語
教
育
研
究
会
編
)

に
よ
る
と
、

学
習
評
価

の
目
的
は
、

ω
、
学
習

の
目
標

に
向
か

っ
て
の
指
導

の
資
料

を
得

る
た
め
。

(主

と
し

て

指
導
者

に
役
立

つ
。
)

②
」
,学
習

の
始
め
に
お
い
て
、
学
習
者

の
実
態

を
知

る
た
め
。

(学
習
者

の

知
識

・
態
度

・
技
能

・
興
味

・
関
心
な
ど
に

つ
い
で
)

㈹
、
学
習
者
個
人
お
よ
び
学
級

の
困
難
点

を
診
断
す

る
た
め
。

ω

、
学
習

の
成
果
を
測
定

す
る
耽
め
。

㈲
、
指
導
計
画
と
指
導
法
の
反
省

の
た
め
。
・

と
あ
る
。

し
か
る
に
、
商
業
高
校

の
国
語

の
教
師

(執
筆
時
)
と
し

て
の
私

の

日
常

を
振
レ
返

っ
て
み
る
と
、
学
習
評
価

は

「
成
果

を
測
定
す
る
た
め
」

(
悪

く
言
え
ば

、
点
数
を

つ
け
る
た
め
)

に
流
れ

て
い
た
。
ま

た
生
徒

の
日
常

は
、

「
勉
強
の
仕
方

が
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
理
由
で
国
語

の
学
習
を
軽
視

す
る
傾

向

に
あ

っ
た
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
い
た
。
何
を
教

え
、

ど
の
よ
う
な
力
を

つ

け
、

い
か
に
評
価

し
、
ど
う
し

で
展
望

を
与
え
る
が
と
い
つ
混
迷
を
続
け
る
日

日
の
中
か
ら
、
生
徒

に
と

っ
て
医
者

の
よ
う
な
存
在
、
生
徒

の
国
語

の
誤
り

を

直
す
医
者
に
、
国
語

の
教
師
は
な
れ
な
い
の
か
と
考
え
た
。

こ
の
視
点

か
ら
、

暗
申
模
索

の
手

さ
ぐ
り
的
試
み
を
行

な

っ
た
の
が
、
生
徒
個

々
の
学
力
診
断

と

学
習

の
方

法

の
発
見

を
め
ぎ
す
定
期

考
査

の
利
用

の
試
み
で
あ
る
。
以
下
は
、

未
だ
理
論
化
に
遠
い

一
実
践

の
申
間
報
告

と
し

て
お
受

け
取
り

い

た

だ

き

た

い
。ゴ

、
定
期
考
査
を
利
用
し
た
学
力
診
断
と
そ
の
発
展

〔
1
〕

経
過
と
方
法

昭

52

・
4

新

入
生
対
象

に
東
京
都
高
等
学
校
国
語
研
究
会
作
成

の

"
国
語
標

準
学
力

テ
ス
ト
"
を
実
施
す

る
。

昭

53

.
5

一
年
生

を
対
象
に
、
中

間
考
査

の
正
答
を
分
類

さ
せ
、
得
点

を
座

標
化

し
三
角
形
を
作

ら
せ
る
。
デ
ー
タ
不

足
の
た
め
効
果
少
な
し
。
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昭

54

.
5

二
年
生
を
対
象

に
53
年
と
同
様

の
方
法

で
六
角
形

を

作

成

さ

せ

る

(後
述
)
。

昭

54

・
7

前

回
と
伺
様
。

「
実
施
し
た
学
力
診
断

(
54

・
5
)

は
、
総
合
的
な
基
礎
学
力
調
査

の
よ
う
な

本
格
的

な
も

の
で
濾
な
く
「
単
元
、

ジ
》

ン
ル
、

そ
の
他

の
制
約

を
受
け
な
が

ら
、
授
業

の
進
度

に
あ
わ

せ
て
作

成
し
た
申
個
考
査
の
問
題

を
利
用
し
た
も
の

で
あ
る
。
答
案
返
却
時
に
学
力

・
学
習
状
況
診
断
票

八
前

ペ
ー
ジ
掲
載
)

と
六

角
座
標
図

二
種

を
生
徒
に
配
布

じ
、
正
答
を
五

つ
に
類
別

さ
せ

(
類
別
は
適
当

のザ.角五型類11

図断診
、
一」
,

　角六貼
一
麟

の・}フメ一ブ(型類動舗師型類m

響特め際型類V

珍く

『65
,



に
決
定
)
、

合
計
点
と
あ
わ
せ
て
六
角
形

を
作
成

さ
せ

た
同
じ
図

を
二

つ
作
成

さ

せ
、
私
と
生
徒

が
夫

々
保
管

す
る
こ
と
に
し
た
。

(考
査
問
題
は
紙
面

の
都

、

合

で
割
愛
す
る
)

〔
皿
〕
、
診

断
票

の
分
析

、

沖〉表布分型類く

計釧51引釧21矧ほ.＼

肛106'.8ガー781

26743642

521266n611

r
一
正

55910134118
一.
皿

444Q

y

「

.103
.

117

130
、9

臼3233

4124243,創34239

⊥

他
「計

/浴49244卿351246ユ48齋

生
徒

の
得
点
状
,況

を
示
す
診
断
図
は
、

五

つ
の
類
型
と
特
異

・

型

に
大
別
す
る

こ
と

が
で
き

た
。
類
型

の

(

)
丙

の
名
称
は

指
導
上

の
便
宜

の
た

め
適
当

に

つ
け
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
診

断
図

に
基
づ

い
て
、

各

類
型

の
特
徴
と
今

後

の
努
力

す
べ
き
要

点
に

つ
い
て
次

の
よ

う

に
概
括
し
、
こ
れ

を
生
徒
に
与

え
る
こ

と
に
よ
め
、
個
々
の
生
徒
驚
射
し
て
一
ゆ
の
学
習
の
展
望
層
示
す
4
と
が
可
能

と

な

っ
た
の
で
あ
る
。

〈
類
型
別
概
評
V

I
類
型

…
…
最

も
正
常

な
型
。

今
後

従
来

の
学
習
方

法
を
継
続
す

る
こ
と
。

六
角
形
を
大
き
く

す
る

(高
得
点

)
た
め
に
は
学
習

の
量

を
増
加
す
る
こ
と
。

皿
類
型

-
∴
-
指
示
語
が
理
解

で
き
な
い
型
。
指
示
語

の
解
答
方
法
が
未
熟

で
あ

る
と
と
も
に
、
指
示
内
容

の
把
握
が
曖
昧

で
あ
る
。'

辞
書
を
引
き
、
授
業
中
熱
心
に

ノ
ー
ト
を
と
り

、
か
な
り
努
力
す
る

が
学
習

の
範
囲
が
教
科
書
に
限
ら
れ
る
傾
向

が
あ
る
亨

ま
た
情
緒
的
に

国
語

を
と
ら
え
て
い
て
正
確
さ
に
欠

け
る
。

今
後
論
説
支

を
多

く
號

み
隅

つ
な
ぎ
の
こ
乏
ば
や
指
示
語

に
注
意
し

て
論
理
展
開
を
追
う
学
習
に
心
が
け
る
乙
と
。

・

皿
類
型
レ
:
4
指
示
語

・
内
容
説
明

の
弱

い
型
。

一
定

の
努
力
を
積

み
授
業

に
も
参
加

し
て
い
る
が
、
学
習
方
法
は
受

身

で
、
生
活
意
欲
に
お
い
て
も
主
体
性

の
確
立
に
弱
さ
が
見
ら
れ
る
。

指
示
語

に

つ
い
て
は
皿
類
型
と
同
じ
学
習
方
法
を
と
り
、
内
容
説
明

は
次

の
孤
類
型
と
同
じ
方
法

を
と
る
こ
と
。

そ
れ
と
と
も
に
、
自
己

の

「
興
味

・
関
心

を
大
切
に
し
、

そ
れ
を
伸
ば

す
よ
う
に
努
力

す
る
こ
と
。

例
え
ば

、
趣
味

に
自
分

の
す
べ
て
を
打
ち
込
み
、

そ
の
過
程
で
生
じ

る

体
験
を
作
文

に
し

て
提
出

す
る
て
モ
。
・

班
類
型

・}
…
内
溶
説
明

.
解
釈

の
弱

い
型
心

.
"

一茄一

、

」
I

I
l

:
隅
ー

ー

I

-

い



∴

・,'・:
文
章

老
深
く
正
確

に
読
む

こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
と
、
自

分
の
思
考

r

・
層

蕉
と
診
る
力
に
弱

さ
が
あ
る
。

噛
.
作
者

の
思
考

の
把
握
「
表
現

.内

容

の
説
明
等

の
解
答
方
法

を
身

に

つ
ガ
、
情
緒

で
に
な
《
作
葉
と
し
て
の
国
語

の
学
習
方

法
を
身

に

つ
け

る
こ
匙
。

こ
れ
を
基
礎
に
も

て
多

く
の
本
に
読

み
慣
れ
、
自
分

の
頭

で

考
え

る
訓
練
を
す
る
。
そ
し

て
思
考

を
表
現
す
る
練
習

を
積
む
。
例
え

ザ
「

ば
、
読
ん
だ
こ
乏
、
見
た

こ
と
3
考

え
た
こ
と
、
感
動

々
た
こ
と
を
書

、

㌧さ
と
め
る
心

が
け
を
持

つ
こ
之
コ

.

V
類
型

…

u・基
礎
的

な
表
現
力
、
内
容
説
明

の
弱

さ
と
教

科
書

の
学
習
不
足

の

・
め
だ

つ
型
。
:

現
代

国
語

の
学
習
を
軽
視

し
、

ノ
ー
ト

の
整
理
も
せ
ず
授
業
に
も
参

・加

し
な
い
傾
向

の
生
徒

で
あ
る
b

、丁

ご
国
語

に
興
味
と
関
心
を
持

つ
こ
と
。
例

え
ば
道

を
歩

い
て
い
で
も
看

"∴

.
板

の
文
字
を
読

み
広
告

を
見

て
、
意
味

の
不
明

な
こ
ど
ば
、
文
字

の
誤

'

り

を
さ
が
す

こ
と
。
冒辞
書
を

い

つ
も
横

に
置
き
、
新
聞

の
ス
ポ
ー

ツ
欄

」

・や
漫
画
の
本
を
読
む
時

で
も
、
.
意
味

の
わ
か
ら

な
い
語
は
辞
書

を
引
く

κ
:

こ
と
か
ら
出
発
す
乃
。

そ
の
心
構

え

(ー

日
常

生
活
即
国
語

の
学
習
)

-
を
持

っ
て
手
あ
た
り
し
だ

い
多
く
の
も

の
を
読
む

こ
と
。

ま
た
授
業
に

熱
心
に
参
加
す
る
こ
と
。

'
=

一

貸

特
異
型
、
㈹
は
皿
類
型

の
変
型

ー

㈲
　は
1
類
型

の
変
型

,⑥
詳
㈲
、
・
㈲

は
、
家
庭
環
境
、
性
格
等
に
複
雑

な
事
情
が
あ
り
、
生

活
そ
の
も

の
の
基
盤
が
揺
れ

て
い

乃
つ

さ
て
、
ぎ

の
力

が
学
力

に
差
を

つ
け
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
は
、
各
類
型

と
学
級
平
均
点

と
め
関
係
を
類
型
分
布
表

を
見
れ
ば
判
然

と
す
る
。
即
ち
V
類

型

ハ
蝶

々
Y

で
あ
る
つ

邸
類
型

の
多

炉
ク

ラ
ス
は
平
均
点
も
低

い
こ
と
が
明
ら

か

に
な

っ
て
い
る
。

〔
皿
〕

診
断
累
に
基
づ
く
と

り
く
み

こ
の
結
果

を
五
"月

れ
裾

て
、
"七
月

の
定
期
考

査
に
向

け
て
次

の
四
点
に

つ
い

て
と
り
く

ん
だ
。
.

ω

、
次

回
考
査

κ
洒

け

て
、
教
材

の
選
択
之
大
ま
か
な
指
導
計
画

の
作
成

。

ω
、
学
級
全
鉢

で
の
鋭
明
。
〔
五
〕
項

で
述

べ
た
概
評
と

五
類
型
別

の
傾
向
、
努

力
点
、
対
策
を
説
朋

す
る
。

㈲
、
個
別
面
談
漁
行

な
う
。
成
積
不
振
者

h
50
点
未
満
と
蝶
々
型
)

に
診
断
票

で
学
習

の
方
向

を
指
示
す
る
。

ω
、
毎
時
、
」授
業

の
唱
標
を
明
示
レ
、
各
類
型
と

の
閥
連

を
説
明
す

る
。

/
そ
め
結
果
、

七
月

の
考
査
に
お

い
て
は
、
蝶

々
型
の
減
少
と
六
角
形

型

の
増

加
が
見
ら
れ
る
と
と
竜

κ
、
外
枠

の
仏
が
り

・(平
均
点

の
向
上
に

つ
な
が
る
)
、

が
あ

っ
た
。
但
し
、

こ
れ
は
生
徒

に
と
、っ
て
出
題
形
式
が
わ
か

っ
て
い
て
射
策

老
立
て

や
す
か

っ
た

の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
も
残
ら

て
い
る
。

=

,

以
上

の
些
細

な
経
験

の
中

伽
ら
、
診
断
票
の
利
点

癒
あ
げ
る
な

ら
ば
、

『貿τ



ω
、
生
徒

に
自
己

の
学
習
状
況
と
目
標

を
具
体
的
に
理
解

さ
せ
る
こ
と
が

で
き

る
。

ω
、
指
導

に

一
貫
性
が
生
ま
れ
、
問
題
作

成
や
毎
時

の
発
問
に
も
方
向
性

を
持

つ
こ
と
が
で
き

る
。

㈲
、
診
断
票
作
成

は
答
案
が
え
し
の
時

に
生
徒
に
作
業

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

学
習

へ
の
意
欲
づ
け
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

と
言
え
る
。

た
だ

こ
の
診
断
票

は
、

ジ
ヤ
ン
ル
に
よ
り
項
目
を
変
え
ね
ば

な
ら

な

い
不
便

さ
が
あ

る
が
、
国
語

の
全
領
域
に

つ
い
て
こ
の
よ
う
な
診
断
を
す
る

な
ら
ば
、
生
徒

の
三
年
聞

に
お
い
て
、
教

師

の
医
者

と
し
て
の
位
置
が
確
立

さ

れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
る
。

三
、
考
査
問
題
作
成
の
た
め
に

〔
1
]

国
語
の
力
-

授
業

で

つ
け
る
力
と
は
?

国
語
科
担
当

の
教
師
に
と

っ
て
、
最
も
基
本
的

な
命
題

で
あ
り
、
教
壇

に
立

っ
た
最
初

の
日
か
ら
既

に
血
肉

と
し
て
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず

の

課
題

で
あ
乃
。

し
か
る
に
私

の
場
合

は
、
未
だ
に
曖
昧
模
糊
と
し

て
お
り

四
苦

八
苦
し

て
い
る
命
題

で
あ
ゐ
。
今

は
総
合
的
に
述

べ
る
こ
と
が
出

来

な

い

た

め
、
読
解
に
焦
点

を
絞
り
、

二
、
三
の
研
究
者

の
説

を
参
考

に
し
た

い
。

『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
』

(
53
年

8
月
)

の

「
国
語

1
」

を
見

る
と
、

「
理
解
」
は
、

「
ア
、
話

や
文
章

の
主
題

や
要
旨
を
叙
述
に
即

し
て
的
確
に
と

ら
え
る

こ
と
。」

癒
は
ル
め
と
滋
て
、
主
題
、
要
旨
、
構
成
、
内
容

、
情
景
、

心
情
、
見
方

・
感

じ
方
、
表
現
上
の
特
色
、
文
体

の
特
徴
等

々
が
列

記
さ
れ
、

学
習

の
項
目
は
理
解

で
き

る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
『
国
文
学
、
解
釈
と
鑑
賞
』

(昭

46

・
10
臨
時
増
刊
号
)
に
は
、
本
間
丸
平
氏
が

「
読
む
能
力

の
個
人
差
と

能
力
別
指
導
」

の
論

に
お
い
て
、

「
読
む
能
力
」
を
次

の
よ
う
に
分
析
し
て
お

ら

れ
る
。

1
理
解
力

ω
文
脈

の
中

で
語

い
を
理
解
す
る
力

、

②
文
脈

を
読

み
と
る
力

㈹
論
点

・
要
点
を
把
握
す

る
力

翰

構
成

を
把
握
す
る
力

2
洞
察
力

ω
表
現

の
裏

の
意
味

を
読

み
と
る
力

㈲
要
旨

。
論
旨
を
読
み
と
る
力

㈲
主
題

・
意
図

・
作
者

を
読

み
と
る
力

3
鑑
賞
力

ω
す
ぐ
れ
た
表
現
を
読
み
味
わ
う
力

ω
作
品

を
鑑
賞
す
る
力

4
表
現
力

ω
正
し
く
朗
読
す
る
力

ω
効
果
的

に
朗
読
す
る
力

5
読
む
技
術

ω
速
く
、
確
か
に
読
む
力

②
必
要

な
部
分
を
選
択
し
て
読

み
と
る
力

6
読

む
態
度
ω
批
判
的
、
主
体
的
に
読
む
力

②
読
ん

で
感
想

・
意
見
を
も

つ
力

簡
潔

で
明
膝
な
提
示

で
あ

る
と
考

え
る
。
ま
た
、

『
読
解

・
読
書
指
導
事
典
』

一68一
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一
法
規
出
版
)

に
お

い
て
、
蓑
手
重
則
氏
が
読
解

の
基
礎
能
力
を
分
析
し

、

で
平
易
に
示
さ
れ
て
い
る
。

〈
読

む
こ
と

の
基
礎
能
力

の
分
析
表
〉

一
ω

言
語
要
素

・
音
読

や
黙
読

や
朗
読

を
す

る
。

一

.
文
字
を
読
む
。

・
語
句
を
読
む
。

・
文
法
に
即
し
て
読
む
。

②
要
素
能
力

・
目
的

や
形
態
に
応

じ
て
読
む
。

。
適
書
を
選
ん
で
読
む
。

・
辞
書

や
参
考
書

な
ど
を
利
用
す
る
。

…

●
叙
述
に
即
し
て
内
容
を
読
み
と
る
・

・
あ
ら
ま
し
ゃ
あ
ら
す
じ
を
読

み
と

る
。

・
構
成

や
構
想
を
読

み
と
る
。

・
要
点

や
要
件
を
読

み
と
る
。
-

・
事
実

と
感
想

や
意
見
と
を
区
別
し

て
読
む
。

・
人
物

の
行
動

や
心
情
や
性
格

を
読

み
と
る
。

・
場
面
の
情
景

を
読

み
と
る
。

・
要
旨

や
す
じ
を
読

み
と
る
。

・
意
図

や
主
題
を
読
み
と
る
。

・
書
き
手

の
物

の
見
方

や
考
え
方

を
読

み
と

る
。

・
内
容

や
表

現
を
鑑
賞
す

る
。

・
内
容

や
表
現
を
批
評
す

る
。

他

に
滑
川
道
夫
氏

の

「
読
書
力

の
分
析
」

(
『
読
解
、
読
書
指
導
事
典
』
)

や
、
平
井
昌
夫
氏

の

「
読
解
力

の
16
の
基
礎
能
力
」

(
『
国
語
教
育

の
指
導
計

画
と
評
価

』
)

な
ど
の
分
析
が
参
考

に
な

っ
た
。
更
に
、
教
師

に
と

っ
て
大
変

便
利

な
も

の
と
思
わ

れ
る
読
解
技
能
の
分
析
と
形
態

別

の
適
用
表
を
写
輿
水
実

氏
が

『
国
語

ス
キ
ル
の
プ

ロ
グ
ラ

ム
学
習
』

(
一
一
〇
頁
)

で
示
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
有
効

な
理
論
を
参
考

に
し
て
、
さ

て
自

分
の
日
常

的
方

法
を
ど
の

よ
う
に
確

立
す
る
か
と

い
う
課
題
が
残

さ
れ
る

の
で
あ
る
。
考
査
問
題
に
基
本

的
事
項
を
ど
の
よ
う

に
取
り
入
れ
、
国
語

の
力
を
ど
う
し
て

つ
け
る

の
か
、
診

断

票
か
ら
蝶

々
型
を
追
放
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
授
業

の
工
夫

を

す

る

の

か
、
等

々
の
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
解
明
を
求

め
て
ま
ず
小
学
校

の
教
科
書

を
調
査

す
る
こ
と
に
し
た
。

〔
皿
〕

小
学
校
の
教
科

書
よ
り

ー
、
童
話

・
物
語
教
材

に
見
ら

れ
る
学
習
内
容

右

の
表

は
、
教
育
出
版

の
55
年
度
用

「
小
学
国
語
」

一
年
上
～
六
年
下

ま
で

を
調
査

し
た
も

の
の

一
部
分

で
あ
る
。
表
に
お
い
て

「
学
習

の
方
向
」
「
設
問
」

は
教
科
書

か
ら
抜
き
出

し
た
も

の
で
あ
り
、

「
考
察
」
は
私
の
感
想

で
あ

る
。

他

に
日
本
書
籍
の

「
小
学
国
語
」
、
東

京
書
籍

の

「
新
し

い
国
語
」
、
光
村
図

一69一
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書

の

「
小
学
校
国
語
」

い
ず

れ
も

55
年

.

度

用
を
見

た
が
、
総
じ

て
考

え
方

・
学

.

習

の
パ
タ
レ
ン
は
ほ
ぼ

一
定

で

あ

う

た
。
学
習

の
内
容

は
、
部

分
的

な
場
面

か
情
景

・
心
情

の
自
由
な
イ
メ
ー
ジ
づ

く
.り

か
ら
始

ま
り
、
4
年
生

あ
た
り

で

本
格
的

な
文
学
教
材

の
読
解

に
取
り
組

ん

で
い
く
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
5
年

生

で
は
、
、味
わ
う
、
主
題
、
表
現
等

々

の
学
習

に
入
り
、
読
解

の
全
過
程
と
も

思
わ
れ
る
も

の
を
終
了
し

て

い

る

。

3
、
6
年
生
用
教
材
は
、
高
校

に
お
い

で
も

使
用
で
き
そ
う
な
教
材

と
学
習
過

程
が
含

ま
れ

て
お
り
、
文

学
教
材

の
読

、

解

に
弱

い
高
校
生

の
治
療
に
は
、

こ
の

あ

た
り
が
出
発
点

と
な
る
と
考

え
ら
れ

る
。
.
.「

2
、
説
明
文

、
記
録
文

に
見
ら
れ
る
学

凸.習
内
容

'

.
下

の
表
も
、
教
育
出
版

の

「
小
学
国

語
」
よ
り
抜

き
出

し
感
想
を
付

け
加
え

'

察考淘びて(容内の習学桝

.

教年学

把
に

…
れ

す

。

を
督

…
入

が
る

秘
溺

韓

内
を
ど

が

。
の
れ

載
と

、
W
る
形
ら

記
こ

つ
5
い
文

い

(
る
い
う

て

、用

実

す

、
い
れ

た
に

事
握

し
と
ら
ま

で

け

け
し

つ

つ
ま

を

を
り

気

気

と

に

に
み

纏
譲

ち

こ
た

だ

す
か

そ

わ
ち

の

。
ら
だ

こ
う
あ

そ

よ

よ
を
の

・
ひ
し
ち
な

と
ま

に
ひ

め
み
日

ば
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つ
て
ω

, 、う

「

に

た

て

よ
.
の
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文

の

う
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い
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と
の

」
り

。

す
ど
う

ま
や

よ

…
お

し

…

、ま

は
て
り

り

け
と

ど

つ
み
.

や
を
よ

。
お
気
を
形

か

ω

話、のなひ

　
年
仕
2

葉
と

流

、を

言
る

。
の
れ
題

ぎ
知
る
体
ら
問

。

な
を
い
全

め
な
る
.

つ
き
て
文
求
的

い

の
働
れ
明
が
分

て

ω
解
説
瑠
響

年

、て
た
の
で
え

3
が
し
ま
れ
す
超

釈
講
触
励
貌
試

初
き
続

の
ら

の

く
た
と

ら
は
く

ん
な
ら

だ
ん
ん

む

は
ど
だ
う
が
に

や
し
順
き

葉

。
の

よ
う
と
ち
い
な
と

言
す
前
し

こ
こ
も

め
ん
の

の
ま

、ま
と
の
お

つ
ど

そ

次

い
か
え
D
次

D

幻
紛

O

O ,
。
せ

、

な
う

て

・
。
。

う

よ
い

か
か

よ
し

つ

。
た
何

の
ま
に
か

つ
は

こ
み

つ
る
い
ζ

⑳
読

み
い
て
こ

、
て
ひ
て
べ
た

は
け
な
し
調

つ

で

つ
ん

と
で
か

⑳
を
ど
う
よ
わ

、気

の

よ
じ
に

のやち

つ

も
み
お
ひ　

年
σ
4

要

対
問
文
な

と

に
設
明
と

解

れ

と
説
習

理

.
そ
見

に
学

な

と
意

で
な

.確

え
の
す
的

。

正

考
己

、め

る

の
,

の
自
り
と

い

容

。者

る
あ
ま

て

内
約
筆
す
が

の

つ

つに旨要砿解理をて

ル
変

よ

㍑

し

勘
た
ま

ん
れ
り

ど
さ
取

の
出
ケ

ツ
え
読

陶
考

を

。
ポ
で
か

立
う

ス
由

た

み

よ
の
理
し

組

み
れ
な
り

の
て
ぞ

ん
た

体
え
れ
ど
れ

全
考
そ

章

て

文

い
D

とまを方

.

え考るす対に一

が

と

と

し

F分

こ

こ
話

自

た

る

を

、
い
い

う

て
て

て

こ

い
し

つ
と

つ
り

い
う

に
た

で

が

ル
え
章

ち

。

。
.一
考

文

、う

、ら

。筆

て

ス
ま

が

え

う

ル
う

ル
り
の
ろ

よ

よ
の
た
こ
こ
し

,

ル
し
ツ

つ
が
と
ま

の
ま

【
思
者

じ
み

者

み
ポ

で
筆

同
て

、

、
つ

め

今
と
と
合

⑳

の

の

.

ツ一
ル

ポ

[

ス

ル　
年
σ
5

き
注
抜

に
の
開
ス
展

。

テ
の
る

ン
理

い

セ
論
て

・
と
せ

イ
し
さ

キ
出
意

ん読を章文へてけつ

よ
び

・
ん
選
ば

つ

ち

二
い
か
が

つ

え

一

考
を

の
て

ど

つ
、言
は
と
に
だ
め
事
た
大
る
が

。
の
文

。
取
と

。

を
う
者
う
す
じ
こ
る

気

よ
筆
思
出
感
る
め

に
し
に
と
き
を
見
と

方
り

と
る
書
美
を
ま

べ
た
ご
い
に
は
物
を

述

い
落

て
ト
者
に
か

の
書
段
出

一
筆
う
る

え
り

く

ノ

よ

い

考
だ
D

幻

る

,

め求を美

心　

年

仕
6
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た

も

の
で
あ

る
。
,
全
体
と
し
て
物
語
教
材
よ
り

は
簡
潔

な
学
習
パ
タ
ー
ン
で
あ

り
、
内
容

の
正
確
な
読
み
と
り
を
主
と
し

て
い
る
。
し
か
し
方
法

は
多
様

で
論

理
性
追
及

の
視
点
が
重
要
性

を
占
め

て
い
る
。

3
年
生
ま

で
は
、
内
容
を
正
確

に
理
解

す
る
こ
と
に
力
点
が
.お
か
れ
、
五
W
、
比
較
、
図
表
等

々
の
方
法

の
と

り
入

れ
と
、
文
形
、

つ
な
ぎ

の
言
葉
、
指
示
語
的
な
文
頭
の
語
等

々
の
技
術

的

作
業

が
指
導
さ
れ

て
い
を
。

5
年
生

で
全
過
程

(
論
説
文
読
解

の
諸
作
業
)

を

通
過
し
批
判
に
ま
で
至

る
。

5
年
生

の
読
解

過
程
が
作
業
学
習

(
い
く

つ
か

の
ポ
イ
ン
ト
に
基
づ

い
て
作

業
す

る
こ
と
に
よ
り
読
解

で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
る
)
と
し

て
仕

上
げ
る
こ

と

が
で
き
、
高
校

一
年

の
教
材

が
で
き

な
い
生
徒
に
対

し
て
、
小

・
中
学
校

の

教
材
を
配
列

す
る
こ
と

に
よ
り

そ
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
ぎ
る
分
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
考

え
る
。

3
、
言
語
事
項

に
見
ら
れ
る
学
習
内
容

.・

.

`
・

言

語
事
項

は
比
較
的
整
然
と
し

て
お
り
、
高
校
生
を
対
象

に
す
る
な
ら
ば
、

教
材

の
配
列

の
工
夫
に
よ
り
、

ド
リ
ル
学
習

に
よ

っ
て
相
当
程
度

ま
で
学
力
を

づ

け
る
こ
と

は
可
能

で
あ
ろ
う
。
教
育
出
版

の

「
小
学
国
韮
巴

よ
り

二
、
三

の

例

を
抜
き
出
し

て
み
よ
う
。

.
㈲

、
短
文
を

つ
く
る

・
ま

る
で
～

の
よ
う

に

(
一
・
下
)

・
2.
は

…
…

の
よ
う
だ

バ
ニ

・
上
)

劇
ひ

っ
そ
り
、「
.

う

っ
と
ヶ

(
三

・
上
)

・
よ

ち

よ
ち

、

も

く
も

く

(四

・
上
)

・
首

っ
引

き

、

と

ほ

う

に
く

れ

る

、
自

分

を
と

り

も

ど

す

(
五

・
下

)

・
お

さ

め

る

(
治

、
修

、

収

、

納

)

を
使

い
わ

け

て
短

文

を

つ
く

る

(
六

・
上

)

右

の

5
年

・
下

あ

た
り

の
言

葉

は
、
高

校

生

を

対

象

に

し

て
も

平

易

す

ぎ

る

こ
と

は

な
く

、

6

年

・
上

に

な
れ

ば

や

＼
高

度

で
あ

る

。

㈲

、

言

葉

の
意
味
,と
使

い
方

"

、

,
,

・
こ

し

を

ぬ
か

す

(
二

6
下

)

・
ま

ゆ

葱
よ

せ
る

、

.
目

を

ま

る

く

す

る

(一一丁

下

)

・
口
を

へ
の
字

に
結

ぶ
、

ひ
ざ

を
乗

り

出

す

(
四

・
下

)

・
、気

を

張

る

、

快

い
羽

音

一
番

(
五

・
上
宮

」.

、

、

.

.
待

ち

か
ね

る

、

耳

ざ

と

い

(
六

・
下

)

こ
れ
ら
は

茨

の
言
葉
の
意
味
薯

泓
ま
㌻
よ
う
」
と
し
て
学
習
の
課
餐

な

?
て
い
る
も

の
で
あ
狂
。
高
校
用
教
材
は
言
葉

が
難
解
に
な
ザ
、
読
解

の
障

害
と
な
る
場
合

が
時

々
あ
る
が
、

こ
の
5
、
6
年
生

の
言
葉
に
し
て
も

な
か
な

か

の
も

の
で
あ

る
。
因
み
に

「
こ
と
ば
」

に

つ
い
て
1
年
生
用
の
教
科
書

の
調

口査
結
果

を
あ
げ

て
み
よ
う
。

、東

京
書
籍

の

「
あ
惚
ら
し
い

こ
く

ご
1
下
」

の
巻
末
に
は

「
こ
と
ば

の
ま
と

め
」

が
掲
載

さ
れ
て

い
る
。
・
は
な
、
あ
た
ま
、

ボ
ー

ル
、
森
、

に
が

い
、
し
ず

か
に
、
入
れ
る
、
み

の
る
等

々
ご
く
基
本
と
な

る
語
が
ま
と
め
ら

れ

て

い

る

が
、
実
際
教
科
書

に
使
用

さ
れ

て
い
る
語

は
こ
れ
以
上

の
商
度

な
も

の
で
あ

っ

・
[
、η

一

,

、

塾

●



だ
σ
教
育
出
版
、
日
本
書
籍
、
東
京
書

籍
、
光
村
図
書

の
工
年
上
、
.
下

に
使
用

さ
れ
て
"

る
語
は
、

あ

ま
や
ど
り
、
う
す
ぐ
ら
い
、
,大

ぶ
り

(降

り
)
、

お
も
わ
ず

、
か
く
ご
、

㌃

か
な
わ
な
い
、
く
ち
ぐ
ち
に
、
ぐ
し

ょ
ぬ
れ
に
、

こ
う
ば
し

い
、
さ
す
が

に
、
し
ん
あ
い
な
る
、
す
み
わ
た
る
、
そ
な
え
る

(供
)
、
た
ち
ま
ち
、

ち

ら

つ
か
せ
る
、

(
ど
ん
な
)

つ
く
り
に
、

つ
ま
り
、
と

て
つ
も
な
く
、

～
な
が
ら
も
、

ふ
く
む
、
耳

を
す
ま
す
、
め
が
け
る
、
も
ぎ
と
る
、
よ
う

や
く

等

々
で
あ
る
σ
.
子
ど
竜
達
は
1
年
生

で
す

で
に
こ
の
よ
う

な

「
こ
と
ば
」

を
通

過
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

な
調
査
を
続

け
、
指
導
に
必
要
な
こ
と
ば

の
段
階
を

設

定

す

れ

ば
、
考
査
問
題
作
成

や
作
文
指
導
等
に
有
効

な
資
料
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た

腰
望

と
し
て
は
、
教
育
基
本
語
彙

の
よ
う
な
も

の
を
国
語
研
究
所

あ
た
り

で
早

急

に
設
定
し

て
も
ら

い
た
い
も

の
で
あ
る
。

団
、
言
葉

の
係

り
受

け

こ
れ
は
教
材
を
多
く
集

め
る
こ
と
に
よ
り
、
最
も
ド

リ
ル
学
習

の
し
や
す

い

分
野

で
あ
る
、
,例

え
ば
、

・
次

の
文

の
言
葉
の
係
ゲ
受
け
を
図

に
表
し

て
み
ま
し
よ
う
。
(
3

・
下

)

ω
、
ま

つ
黒
な
け
む
り
が
、
も
く
も
く
と
立
ち
上

っ
て
い
ま
す
。

②
、
き
り

の
よ
う

な
雨
が
、
校
庭

に
し
と
し
と
と
ふ
り
始

め
た
。

.
・
次

の
1

線

の
言
葉

に
は
、
ど
ん
な
言
葉
が
係

っ
て
い
る
で
し
よ
う
。

(
4

・
上
)

琵
琶
湖

の
北
東
に
、
三
島
池
と
よ
ば
れ
る
、
周

り

一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
池

が
あ
り
ま
す
。

・
次

の
文

の

(

)

の
中
に
、
言
葉
の
役
わ
り
を
考
え

「
ど
ん
な

・
何
が

・
ど

こ
に

・
ど
れ
ほ
ど

・
ど
う
す
る
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
入
れ
ま
し

よ
う
o

、
(
4

・
下
)

赤
や
黄
色

の

花
が

花
だ
ん
に

い

っ
ぱ

い

さ
い
て
い
る
。

(

・

)

(

ヤ)

(

辱

.)

(

)
畠

(

)

・
次

の
文

の
主
語

と
述
語
を
調

べ
ま
し

よ
う
。

(
6

p
上
)

こ
う
し
た
島

々
と
、

そ
れ
ら
を
と
か
巻
く
海
が
、
こ
れ
か
ら
わ

た
し
が
貝

の
生
態

を
観
察

す
る
場
所
に
な
る
わ
け
で
す
。

と
、

ご
.の
よ
う
に
配
列
す
れ
ば
、
.文

の
溝
成
を
理
解

す
准
訓
練
を
積
ま
せ
る
こ

と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

さ

て
こ
れ
ら
以
外

に
接

続
詞
や
、
こ
そ
あ
ど
言
葉

や
、
熟
語

の
組
み
立

て
な

ど
、
ま
た
、
漢
字

の
由
来

・
部
首

、
外
来
語
、
敬
語
法
、
句
読
点
等

々
に

つ
い

て
、
更
に
は
、
学
習

の
到

達
目
標

に

つ
い
て
も
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
紙
面

の
都
合
と
調
査
不

十
分

の
た
め
今
後

の
課
題
と
し

て
別

の
機
会

に
考

え
て
行
き
た

い
。

以

上
の
よ
う
に
、
教
科
書

を
任
意
に
調

べ
て
き
た
が
、
全
般
に
小
学
校

の
段

階

で
す
で
に
基
本
的
な
方
法

や
技
術

・
語
彙
等

を
習
得
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い

一73一



る
の
に
は
、
少

々
驚
ぎ

で
あ

っ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
高
校
生

の
学
力

の
弱
点

を
克
服
す
る
出
発
点

は
、
小
学
校

の
教
材
と
学
習
方
法

に
あ

る
こ
と
を
痛
感

し

た
の
で
あ
る
。

私

の
こ
の
感
慨

は
、
教
科
書

の
編
集

に
携
る
先

生
方

や
、
小

・
申
学
校

の
実

践
家
に
と

っ
て
笑

止
な
こ
と

で
あ
り
、

こ
の

一
文

が
遼
東

の
家

の
如

き
も
の
で

あ
ろ
・γ
と
予
測

し
な
が
叡
も
、
日
常

の
混
迷

の
中

で
常

に
切
望
し

て
い
る
こ
と

は
㌦

こ
の

一
文

を
遙
か

に
発
展

さ
せ
た

「
一
覧
表
」

の
出
現

で
あ
る
。
設
問

し

た
い
事
柄
を
学
習
過
程

の
中

で
位
置
づ

け
、
学
習

の
段

階
と
過
程
を
明
示
し
た

よ
ケ
な
事
典
、
言

わ
ば
、

「
基
礎
学
力
調
査
問
題
作
成
事
典
」

の
よ
う
な
も

の

の
出
現

で
あ
る
o

ご
の
事
典
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
私
は
二

つ
の
こ
と
が
実
践

で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

一
つ
は
、
系
統
的

に
作
業

と
し
て
の
国
語
学
習

が
で

き
る
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
自
覚
症
状
も

な
く
全
快

し
た
い
と
も
思

っ
て
い
な

い
生
徒

の
病
気
を
洗

い
出
し
、
医
者
と
し
て
の
処
方
箋

の
書
き
方
を
身
に

つ
け

る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
私

の
考

え
て
い
る
定
期
考

査

の
位
置
な

の
で
あ
る
。

.

(奈
良
県
立
高

田
高
等
学
校
教
諭
)

受
贈
雑
誌
目
録

e

(
55
年
5
月
～

56
年

8
月
)

国
語
国
文
学
報

、
36

・
雛
号

(愛
知
教
育
大
学
)

愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
、
3

・
4
号

国
文
学
科
報

、
8
号

(跡
見
学
園
女
子
大
学
)

王
朝
文
学
史
稿

、
7

・
8
号

(
国
学
院
大
学
)

国
語

の
研
究
、
11
号

(大
分
大
学

)

文
学
史
研
究
、
20

・
21
号

(大
阪
市
立
大
学
)

人
文
研
究
、
硯
巻

9

(汰
阪
市
立
大
学
)

国
語
と
教
育

、
9
号

(大
阪
教
育
大
学
)

学
大
国
文
、
.
24
号

・(大
阪
教
育
大
学
)

語
文
、
37

か
38
号

(大
阪
大
学
文
学
部
)

大
谷
女
子
大
国
文
、
10

・
11
号
(
大
谷
女
子
大
学
)

大
妻
国
文
、
12
号

(大
妻
女
子
大
学
)

大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
、
13
号

岡
大
国
文
論
稿
、

8
号

(岡
山
大
学
法
文
学
部
)

帯
広
大

谷
短
期
大
学
紀
要

、
17

・
18
号

,
国
語
国
文
論
集
、

10
号
(学
習
院
女
子
短
期

大
学

)

国
語
国
文
学
会
誌
、
23

.
24
号

(学
智
院
大
学
)

入
文

、
4
号

(鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
)

文
学
論
輯
、

27
号

(九
州
大
学
教
養
部
)

困
文
学
会
誌
、
15

・
16
号

(京
都
教
育
大
学
)

金
城
学
院
大
学
論
集

、
84
号

、

金
城
国
文

、
57
号

(金
城
学
院
大
学
)

紀
要

、
1
号

(群
馬
県
立
女
子
大
学
)

国
文
学
研
究
、
1
号

(群
馬
県
立
女
子
大
学
)

.学
術
研
究
報
告
、
28
号

(高
知
大
学
人
文
学
部
)

甲
南
国
文

、
27
号

(甲
南
女
子
大
学
)

紀
要
、
36
号

(甲
南
大
学
文
学
部
)

地
域
文
化
研
究

、
4
号

(
甲
南
大
学
文
学
部

)
口

文
学
研
究
科
論
集
、
8
号

(国
学
院
大
学
文
学
部

)

紀
要

、
6

・
7
号

(国
文
学
研
究
資
料
館
)

国
文
学
研
究
資
料
館
報
告

、
7

・
8
号

駒
沢
国
文

、
17

・
18
号

(駒
沢
大
学
文
学
部
)

駒
沢
短
大
国
文
、

10

・
11
号

」74一

,

卜
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